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	応用
	抗原情報
	背景
	機能：核小体形成に関連し、核小体における線維状中心および高密度線維状成分の基本構造の維持に関与している可能性がある。GTPaseおよびATPase活性を内在する。RNAポリメラーゼIによる転写において重要な役割を果たす可能性がある。,PTM：CK2およびPKC部位において、迅速かつ大規模なリン酸化/脱リン酸化サイクルを経る。CDC2キナーゼがM期にp130をリン酸化することを示唆する証拠がある。,類似性：1つのLisHドメインを含む。,細胞内局在：核小体と細胞質の間を往復する。終期には顆粒状の前核小体を形成し始め、その後G1期初期に核小体へと再配置される。,サブユニット：RNAポリメラーゼI 194 kDaサブユニット（RPA194）およびカゼインキナーゼIIと相互作用する。,機能：核小体形成に関連し、核小体における線維状中心および高密度線維状成分の基本構造の維持に関与している可能性がある。GTPase活性およびATPase活性を内在する。RNAポリメラーゼIによって触媒される転写において重要な役割を果たす可能性がある。,PTM：CK2およびPKC部位で迅速かつ大規模なリン酸化/脱リン酸化サイクルを経る。 CDC2キナーゼがM期にp130をリン酸化することを示唆する証拠がある。,類似性：1つのLisHドメインを含む。,細胞内局在：核小体と細胞質の間を往復する。終期には顆粒状の前核小体を形成し始め、その後G1期初期に核小体へと移動する。,サブユニット：RNAポリメラーゼI 194 kDaサブユニット（RPA194）およびカゼインキナーゼIIと相互作用する。,
	研究分野
	DNA / RNA; RNAプロセシング; エピジェネティクスと核シグナル伝達; 転写; その他の因子
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	Nopp140ポリクローナル抗体を1：2000に希釈し、ウェスタンブロット法で様々な溶解物を分析し、二次抗体は1：20000に希釈した。

